
年度　江戸川区「行政評価」事務事業分析シート

　

平成４年度

 

 ア 常勤職員

 イ 非常勤職員 　

 ウ 臨時職員 　

《実施の根拠となる法令等》　

・江戸川区違法駐車等の防止に関する条例
《民間委託やボランティアなどとの協働の状況》　

・各地区の交通安全協会・連合町会・環境をよくする地区協議会、また、教育関係機関などとの協働に
より活動を行っています。

《その他》

・Ｈ18年6月施行の改正道路交通法により、区内に放置車両確認事務の民間委託が導入されました。
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　都内全域の幅員４．５ｍ以上の道路について、
年一回警視庁が路上駐車の実態調査を実施してい
ます。
　
　調査日・・・平成１７年１０月２６日（水）

◆江戸川区の総人口：平成１８年４月１日現在
《違法駐車はドライバーの問題のみならず、それを防止する
地域全体の問題であるとの観点から、全区民を対象としてい
ます。》
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事 業 名

(03) 5662-1998 (直通)電話番号

6 20作成日 月

所 属 名

違法駐車防止啓発活動

【区総人口・平成18年4月1日現在】

土木部 駐車駐輪課 違法駐車対策係

　主な経費は、啓発活動、キャンペーン活
動、パトロール活動等に必要な資材類（カ
ラーコーン・看板・ステッカーなど）や、子
供向けの啓発グッズ、「時間貸し駐車場マッ
プ」の作成費など、必要物品を揃えるための
経費です。

２０１回・７,３８６枚

６６０，９１４人

（16年度）

　公共の施設である道路を、正常に一般交通の用に供されるよう確保し、もって区民の安全で
快適な生活環境の保持に資することを目的としています。
　平成４年に「江戸川区違法駐車等の防止に関する条例」を制定。これを受けて同年、関係機
関・団体で組織する「江戸川区違法駐車防止連絡協議会」（以下 協議会）を発足しました。
　協議会を核に区民・警察・区の三者が協働し、啓発活動・パトロール活動・イベント活動な
ど様々な活動を通じて違法駐車の減少に努めています。

・６回
・３,６４０人 ６回・3,550人

　　５,０９２台 ２,5００台

　・２０４回
　・８,６３２枚

（16年度）

平成17年度 瞬間違法駐車５,０９２台の
1台あたりの経費は、１５,７０１円です。
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区内瞬間違法駐車台数成果・目標指標① 成果・目標指標②

違法駐車防止ﾊﾟﾄﾛｰﾙ
実施回数・チラシ配付枚数

違法駐車防止ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
実施回数・参加人数活動指標①

17年度
事業実施経費

活動指標②

《事業の目的及び概要》
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　【効率性】

経費を削減できる可能性がある。

効率的に実施するために、工夫、改善等の可能性がある。

 

成果が上がっている。

公費を投じて実施するべき事業である。

　【有効性】

　【公平性】

 

 

　【民間活力の活用】　※既に実施している場合は備考欄に表記し、評点は「1」とする。

 

＊非該当

平成１８年度 江戸川区「行政評価」内部評価シート

他の事業と整理、統合する可能性がある。

目的を果たすために有効な事業である。

備　　　考評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評点　

32整理番号

所属名

 

事業名

　【必要性】

違法駐車防止啓発活動

所 管 課 長 評 価

土木部 駐車駐輪課 違法駐車対策係

ボランティアやＮＰＯの活用の可能性がある。

受益者負担の額は適切である。

対象者や実施回数等は適切である。

　本区は、平成４年に２３区で初めて「違法駐車防止条例」を制定するとともに「違法駐車防止連絡協議
会」を結成し区民、区、警察が協働して違法駐車防止キャンペーンやパトロールを行い、違法駐車防止活
動に積極的に取組んできた。
　平成１７年４月からは、警察官OBの交通安全指導員による違法駐車防止重点地域及び小中学校周辺
等でのパトロールカーでの啓発、巡回活動を新たに実施している。
　平成３年に１２,１５８台あった区内の瞬間違法駐車台数（警視庁調査）が平成１７年には５,０９２台まで減
少してきている。
　平成１５年１１月、違法駐車の取締まりを抜本的に変えるため、良好な駐車秩序の確立と警察力の合理
的な再配分を目指し、区が直接、取締りが出来るように構造改革特区申請を行った。
　特区申請は認められなかったが、改正道路交通法に「放置車両について使用者責任の強化」と「違法駐
車取締り関係事務の民間委託」が盛り込まれ申請目的は達成された。
　今年６月から取締りが強化され、本区も民間の駐車監視員が導入されたことにより違法駐車が減少して
いる。
　今後も、違法駐車しない、させない区民意識の向上とドライバーの駐車マナー徹底を図るため、更に、区
民、区、警察と協働の取組みを強化していく。本事業は、区民との協働の取組みの成果が上がっているの
で、継続すべき事業である。

 

所管部長の意見等

民間事業者への委託等の可能性がある。

＊既に実施
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外 部 評 価 委 員 評 価

所属名 土木部 駐車駐輪課 違法駐車対策係

平成１８年度 江戸川区「行政評価」外部評価シート

整理番号 32 事業名 違法駐車防止啓発活動

評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評　点　 備　考

　【必要性】

公費を投じて実施するべき事業である。  

他の事業と整理、統合する可能性がある。  

1

目的を果たすために有効な事業である。  

成果が上がっている。  

　【公平性】

対象者や実施回数等は適切である。  

受益者負担の額は適切である。 ＊非該当

　【民間活力の活用】　※既に実施している場合は備考欄に表記し、評点は「1」とする。

ボランティアやＮＰＯの活用の可能性がある。 ＊既に実施

民間事業者への委託等の可能性がある。  

　【効率性】

効率的に実施するために、工夫、改善等の可能性がある。  

経費を削減できる可能性がある。  

外部評価委員の意見

※評価欄の数字は、各項目の評価点です。

○　全国的にも違法駐車防止の意識が高まってきており、交通事故減少に繋がっていくことを期待してい
る。
○　改正道交法により違法駐車は激減したと思うが、違法駐車対策は法律によらなければ効果が期待で
きないのではないかと考える。
○　取り締まるのは警察であるが、啓発によりモラルの向上を図ることが大切である。区民と区、警察と連
携して効果を上げてほしい。
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